
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

事業番号 ０４ ０４ ０３ 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 医師確保総合支援センター運営事業医師確保総合支援センター運営事業医師確保総合支援センター運営事業医師確保総合支援センター運営事業
担

当

課

部局 健康福祉部

３　医療従事者の養成・確保 実施期間 H23 ～

課・室 医療推進課医師確保対策室

総合５か年

計画

プロジェクト  ４－４－３　健康づくり・医療充実プロジェクト                     E-mail doctor@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

6-1　健康で長生きできる地域づくり

目指す姿

医師確保総合支援センターにおいて、地域医療を担う医師等のキャリア形成を支援し、医師が不足する医療機関等に配置することによ

り、医師の偏在解消を目指す。

 成果目標：人口10万人当たり医療従事医師数　205人（H22）　⇒　230人（H29）

現状

（予算編成

時）

○信州医師確保支援センターは、県医師確保対策室の他に、分室として信大と県立病院機構に設置している。

○医学生修学資金貸与者等（以下貸与者）の累計は113名(H26.1現在)となり、そのキャリア形成支援と、研修先や勤務先の配置に向けた

調整を行う必要がある。

○今後活躍が期待される信州型総合医の養成を図っていく必要がある。

○首都圏に集中している医師を、本県へ効果的に招へいするための施策の展開が必要である。

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）

【左記の説明、根拠法令等】

 地域医療介護総合確保基金や地域医療再生基金を有効活用しながら実施することが効果的で

ある。長野県地域医療介護総合確保基金事業(医療分野)補助金交付要綱、信州医師確保総合

支援センター設置要綱、地域医療再生計画
県民との協働による実施： 実施は困難

（当初）

１．貸与者のキャリア形成や配

置調整事務

直接

面談の実施、関係医療機関等との連絡調整、配置調

整会議の開催等

1,348 1,095 11,048

○医学生修学資金貸与者のキャリア形成支援、配置に関する調整等を実施する。（面談の実施、研修会の開催ほか）

○信州型総合医を養成するためのプログラムを認定しその育成を図る。

〇本県の魅力ある地域医療等について首都圏の医学生等に情報発信し、本県への招へい・定着を図る。

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績

H26 H27

（当初） （決算）

４．信州医療に関する情報発

信

委託 パンフレット等の作成、合同説明会等への参加等 3,972 3,590 6,210

２．信州大学への委託事業 委託

医学生・研修医・医師のキャリア形成支援、配置に関

する調整、地域医療を担う人材の開拓・育成等

25,540 25,540 26,194

３．信州型総合医の養成 補助金

連絡会議・指導医講習会等の開催、プログラム作成病

院への支援等

22,546 19,128 63,226

合計 53,406 49,353 106,678

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度 26年度26年度26年度26年度 27年度 成果目標の達成状況

予

算

額

前年度繰越

項目

H25末

（実績）

Ｈ26
H27

目標
当初予算 31,847 43,384 53,406 106,678 目標 成果 達成状況

137回 120回 157回 達成 120回

合計（A) 31,847 43,384 53,406 106,678

補正予算

面談の実施（延）

Aの

財源
15,923 13,441 32,680

15,924 29,943

3回 4回 4回 達成 4回

貸与者対象研修会

の開催

53,406 73,998

2.00 2.00

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

引き続き医学生修学資金貸与者を対象とする面談・研修会等を通じ、地域医療を担う医師等のキャリア形成に努める。

 概算事業費（B（A）+C） 48,363 59,900 65,869 123,194

16,516 16,516 16,516

概　算

人件費

2.00 2.00

目標に対

する成果

の状況

年間を通じて、計画的に医学生修学資金貸与者との面談を実施した。また、地域医療等に関する研修会を年４回開催し、いずれも目標を

達成できた。

31,847 43,384 49,353

16,516


